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ドウモイ酸の合成研究
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【目的】(–)-ドウモイ酸 (1) は、紅藻ハナヤナギより単離されたグルタミン酸受容

体の部分アゴニストである 1)。この受容体の機構解明は、脳神経疾患の研究に大き

く寄与することから関心が寄せられており、量的供給法の開発が求められている。

今回我々は、 1 の効率的合成法の確立を目指し研究に着手した。 
【方法•結果】 1 の合成では三連続不斉中心を含むピロリジン環と三置換 Z オレ

フィンを含むジエン側鎖の構築が鍵となる。我々は、二度のシグマトロピー転位

反応による立体化学の不斉転写を駆使した合成計画を立てた。まず、アルデヒド 
2 より有機スズ化合物 3 へと変換した後 2,3-Wittig 転位、Eschenmoser-Claisen 
転位を行い、水酸基の立体化学を不斉転写することで 3,4 位の不斉中心を構築し

た。さらに合成中間体として不飽和ラクトンを経由することで三置換オレフィン

の幾何異性を制御した後、Julia-Kocienski 反応により側鎖を伸長した。現在は一

級水酸基に対する窒素官能基の導入を検討している。今後は Strecker-type 反応に

よりピロリジン環の構築を行い 2)、1 の全合成を達成する予定である。 
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